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音楽関係の書籍や楽譜、SP や CD などの録音資料をはじめ、書簡やアルバムといった多彩
な資料がありました。
楽譜資料に限った寄贈は、伊福部昭先生 3 の明清楽 4、池野成先生 5 の映画音楽の自筆譜
という先例がありましたが、個人の方からまとまって遺品が寄贈されたのは今回が当館として
初めてのことでした。
2014 年の 5 月から資料の整理に着手し、書籍と楽譜資料についての整理が 2015 年の 3 月
に一旦完了しました。しかし、その後も運用方法の検討、目録の見直し、破損資料の修理等












2  髙柳二葉（たかやなぎふたば）は 1915（大正 4 年）東京生まれ、2013（平成 25 年）死去。東洋音楽学校
（現東京音楽大学）声楽科を卒業と同時に講師として採用され 1996 年（平成 8 年）に退職するまで長きにわ
たり後進の指導に当たる。藤原歌劇団（現公益財団法人日本オペラ振興会）でも活躍。
3  伊福部昭（いふくべあきら）は 1914 年（大正 3 年）北海道生まれの作曲家。2006 年（平成 18 年）死去。
東京音楽大学名誉教授。代表作に『シンフォニア・タプカーラ』（1954 年・1979 年改訂）や『交響頌偈「釈迦」』 
（1989 年）があり、映画音楽も『ゴジラ』（1954 年）や『釈迦』（1959 年）などを多数手がける。
4  東京音楽大学付属図書館編『東京音楽大学付属図書館伊福部昭「明清楽コレクション（資料）」目録』。コ
レクションのサイト (http://tokyo-ondai-lib.jp/collection/minshingaku/)。
5  池野成（いけのせい）は 1913 年（大正 2 年）北海道生まれの作曲家。2004 年（平成 16 年）死去。伊福
部昭に師事。元東京音楽大学作曲科講師。代表作に『エヴォケイション』（1974 年）や『ラプソディア・コンチェ



















また、コレクションについての冊子を刊行し 6、同時に Web 上でもサイトを構築し 7 コレクショ
ンの広報に努めることになりました。
 

























8  関屋敏子（せきやとしこ）は 1904 年（明治 37 年）東京生まれのソプラノ歌手で作曲家。1941 年（昭和 16
年）自ら命を絶つ。国際的なソプラノ歌手として活躍し、オペラ『お夏狂乱』や歌曲の作曲も手がけた。
9  藤原義江（ふじわらよしえ）は 1898 年（明治 31 年）大阪生まれのテノー ル歌手。1976 年（昭和 51 年）死去。
愛称は「吾等のテナ 」ー。世界的なオペラ歌手であり、藤原歌劇団（現公益財団法人日本オペラ振興会）の
創設者。


































11  『薔薇』は 1925 年（大正 14 年）10 月 22 日作曲。
12  『坂は照る照る』は「女船頭歌」とも書かれている。作曲年代不詳。
13  後述するように『船頭歌』は『潮の岬』というタイトルで知られている作品。作曲年代不詳。
14  古関裕而（こせきゆうじ）は 1909 年 ( 明治 42 年 ) 福島市生まれの作曲家。本名は古關勇治。1989 年（平
成元年）死去。代表曲に『長崎の鐘』や『オリンピックマーチ』などがある。




ただ、この 2 冊目の楽譜集にある青いペン書きの楽譜と、図書館からコピ しーて持参した髙
柳先生がお持ちだった楽譜を比べたところ、筆跡が同じものでした。また、『船頭歌』は、『潮
の岬』というタイトルで綴じ込まれていました。




















16  『君の名は』は 1952 年（昭和 27 年）4 月10 日から1954 年（昭和 29 年）4 月 8 日まで NHK で放送され
たラジオドラマ。当時は生放送だったため、劇中の BGM は音楽の古関裕而がハモンドオルガンを毎回即興
で演奏し、髙柳先生も当時内幸町にあった NHK に通っていたそうです。
17  NHK によれば、主題歌というものはラジオドラマには存在せず、劇中歌ということになるそうです。1953
年 9 月15 日に公開された映画で主題歌として歌われたものと同じ曲のためにここでも主題歌として扱ってい
ます。























































19  廣石徹（ひろいしてつ）は 1900 年（明治 33 年）山口県生まれの作曲家。2000 年死去。自由音楽学
園専任講師。
20  自由音楽学園は 1946 年に中野に開校した音楽学校。2011 年に閉校した。
21  ハタノ・オーケストラは日本のダンスバンド、無声映画伴奏楽隊である。日本初のダンスバンドともいわれ、
後に日本交響楽協会になった。




























髙柳先生初めてのリサイタルのチラシ画像や、藤原歌劇団が 1950 年（昭和 25 年）12 月15






26 『ファウスト』（Faust）はグノー （Gounod, Charles, 1818-1893）作曲のオペラ。
27 『セヴィラの理髪師』（Barbiere di Siviglia）は一般的に『セビリアの理髪師』として知られているロッシー
ニ（Rossini, Gioacchino, 1792-1868）作曲のオペラ。
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